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論 文 内 容 の 要 旨
超音波探傷法は, 今日ではⅩ線検査や磁気探傷とともに, 材料の非破壊検査法として広 く実用に供され
ているが, 本論又は, 音波の材料内における伝播についての基礎的研究と, 戦後間もなくわが国では他に
先んじて行なわれた超音波探傷装置の実用化およびその使用法についての研究結果をまとめたもので, ll
茸よりなっている｡
第 1章では, この研究を開始するに至った動機と, 研究の経過の概要とを述べている｡
第 2 章は, 超音波探傷の基本的な機能について述べ, 超音波探傷装置に要求される性能について検討を
加え, 設計の方針を明らかにするとともに, 超音波探傷法の問題点を明らかにしたものである｡








が, 以上の方法によれば少ない労力で擬似反射波の位置を確認でき, 誤りを防 ぐことができると述べてい
る｡
第5章では, 超音波探傷装置に過渡現象の立場から検討を加え, 装置を設計するための基礎理論を展開
している｡ すなわち, 超音波パルスとしては, サイラトロンスイッチによって, コンデンサに貯えられた
電荷をインダクタンス 抵ー抗回路で放電させるとき発生する高周波減衰振動を利用することを提案し, 包
絡演算子法を用いて, 探傷装置の各部 - パルス発生回路 ･水晶板 ･増幅器 - の挙動を過渡現象の立場から
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第 8 - 10葦は, 試作実用化装置による超音波探傷の実施法についての研究について記述した もの で あ




第9章は, 電車車軸とタービン締付ボル トの探傷について述べたもので, まず探傷のための基礎的予備
実験について述べ, その結果と実際の探傷結果とを比較することによって探傷の精度に検討を加え, さら
に超音波探傷器による保守点検が有効であることを強調している｡
最後に第10章では, 異種金属の接着面の検査に探傷装置を用いる道を拓 くための予備実験と, 実物につ
いての測定結果について述べ, 接着面の検査に充分利用できることを明らかにしている｡
第11章は以上の結果を要約したものである｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
今日では超音波探傷法は材料の非破壊試験法として, 確固たる地位を築 くに至ったが, 本論文は超音波
探傷法の基礎をなす音波の伝播の問題と, わが国のこの方面の技術の創生期以来, 超音波探傷技術の確立
のために行なった研究をまとめたものである｡ 論文の主要点は下記の3項目に分けられる｡
(1)音波の連続反射 音波の伝播現象を複雑にしているのは, 横波と縦波の速度が異なり, かつ反射点













(3) 超音波探傷法の技術 超音波探傷装置の探傷感度について綿密な基礎実験を行ない, 反射波形を解
読するための基礎資料を提供している｡ これらの研究成果は, 超音波探傷装置の感度較正に用いる標準試
験片の基礎となったもので, 超音波探傷技術の規格化に貢献するところが少なくない｡ また, 大型発電機
回転子軸, 電車車軸, 締付ボル ト, 異種金属の接着面など多数の対象物について, 超音波探傷装置による
欠陥探査の実際について多数の新しい技術を開拓し, 超音波探傷法実用化の端緒を開いたものである｡
これを要するに, この論文は, 音波の連続反射現象の新しい解析手段を与え, 超音波探傷装置の設計法
に検討を加えて実用装置を試作するとともに, 超音波探傷技術の標準化を図ったもので, 超音波探傷法の
実用化に関して, 学術上, 実際上寄与するところが少 くない｡
よってこの論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認めるO
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